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慶
應
義
塾
大
学
教
授

礒
﨑
敦
仁

　

朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
元
日
付
は
、
党
中
央
委
員
会

第
八
期
第
六
回
全
員
会
議
（
総
会
）
の
様
子
を
概
略
的
に
報
じ
た
。

同
会
議
は
、
昨
年
一
二
月
二
六
日
か
ら
三
一
日
に
平
壌
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
二
〇
二
一
年
末
の
第
八
期
第
四
回
全
員
会
議
よ
り
も
さ
ら

に
一
日
長
い
、
過
去
最
長
の
会
期
と
な
っ
た
。

　

金
正
恩
政
権
下
で
は
、
金
日
成
主
席
が
恒
例
と
し
て
き
た
「
新
年

の
辞
」
が
一
三
年
に
復
活
し
て
い
た
が
、
近
年
は
や
や
変
則
的
な
動

き
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
年
と
二
二
年
は
、
今
回
と
同
様
に
前
年
末

開
催
の
全
員
会
議
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
、
二
一
年
は
金
正
恩
に
よ
る

全
人
民
へ
の
「
親
筆
書
簡
」
が
発
表
さ
れ
て
い
た
。
金
正
日
政
権
下

で
は
一
貫
し
て
「
新
年
共
同
社
説
」
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
比

べ
る
と
、
現
指
導
者
は
依
然
と
し
て
統
治
の
あ
り
方
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
独
自
色
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、
金
正
恩
総
書
記
が
全
員
会
議
を
「
指
導
」
す
る
の

で
は
な
く
、「
参
席
」
し
て
「
司
会
」
し
た
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
特
に
民
生
分
野
で
十
分

な
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
最
高
指
導
者
一
人
に
責
任
が
集
中

し
な
い
よ
う
に
す
る
策
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
幹
部
た
ち
が
自
ら
の
職

務
に
責
任
感
を
持
つ
よ
う
繰
り
返
し
働
き
か
け
て
い
る
金
正
恩
は
、

今
回
の
会
議
で
も
一
方
的
に
指
示
を
下
す
形
を
と
ら
ず
、
会
期
中
に

「
部
門
別
分
科
研
究
お
よ
び
協
議
会
」、
そ
の
後
新
た
に
「
政
治
局
会

議
」
も
開
催
さ
せ
た
。
形
式
的
、
表
面
的
で
あ
れ
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
を
重
視
す
る
傾
向
が
随
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　

　

会
議
の
議
題
は
、
①
二
〇
二
二
年
度
の
主
要
な
党
お
よ
び
国
家

政
策
の
執
行
状
況
総
括
と
二
〇
二
三
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

②
組
織
問
題
（
人
事
）、
③
二
〇
二
二
年
度
国
家
予
算
執
行
状
況
と

い
そ
ざ
き　

あ
つ
ひ
と　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
慶

應
義
塾
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
後
、
ソ
ウ
ル

大
学
大
学
院
留
学
。
在
中
国
日
本
大
使
館
専
門
調

査
員
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
客
員
研

究
員
な
ど
歴
任
。
著
書
に
『
北
朝
鮮
と
観
光
』『
新

版
北
朝
鮮
入
門
』（
共
著
）
な
ど
。

北
朝
鮮 

核
兵
器
開
発
と
内
政
引
き
締
め
続
く

―
―
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
八
期
第
六
回
全
員
会
議
か
ら

核
兵
器
開
発
と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
を
進
め
、

核
ド
ク
ト
リ
ン
に
よ
り
「
核
強
国
」
を
目
指
す
一
方
、

内
政
で
は
プ
ロ
セ
ス
重
視
と
取
れ
る
手
法
を
取
り
入
れ
る
。

従
来
型
経
済
政
策
と
引
き
締
め
の
両
者
を
使
い
つ
つ
、

金
正
恩
政
権
は
「
難
局
」
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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二
〇
二
三
年
度
国
家
予
算
案
に
つ
い
て
、
④
革
命
学
院
（
複
数
）
に

対
す
る
党
的
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
⑤
新
時
代
の
党
建

設
の
五
大
路
線
に
つ
い
て
、
の
五
つ
で
あ
っ
た
。

　

①
②
③
は
、
立
法
機
関
で
あ
る
最
高
人
民
会
議
に
上
程
す
る
こ
と

が
建
前
と
な
っ
て
い
る
恒
例
の
議
題
で
あ
る
。
議
題
が
五
つ
あ
る
こ

と
自
体
は
開
会
直
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、④
⑤
に
つ
い
て
は「
党

お
よ
び
国
家
事
業
全
般
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
そ
の
他
一
連
の
重
要

問
題
」
と
だ
け
表
現
さ
れ
、
実
際
の
議
題
名
は
今
年
元
日
に
な
っ
て

初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
後
述
の
通
り
、
④
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
内

容
が
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
全
員
一
致
で
可
決
し
た
と
さ

れ
る
会
議
の
「
決
定
書
」
も
公
開
さ
れ
ず
、
会
議
に
関
す
る
報
道
は

抽
象
的
な
表
現
に
と
ど
ま
り
、
二
一
年
一
月
の
第
八
回
党
大
会
で
示

さ
れ
た
方
針
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
た
。
全
体
と
し

て
は
新
味
な
し
と
の
印
象
が
強
い
。

核
開
発
継
続
へ
の
強
い
意
思
を
表
明

　

金
正
恩
は
、「
核
武
力
強
化
の
重
要
性
を
強
調
し
、
わ
れ
わ
れ
（
北

朝
鮮
）
の
核
武
力
は
戦
争
抑
止
と
平
和
安
定
守
護
を
第
一
の
任
務
と

み
な
す
が
、
抑
止
失
敗
時
は
第
二
の
使
命
も
決
行
す
る
こ
と
に
な
る

と
し
て
、
第
二
の
使
命
は
明
ら
か
に
防
御
で
は
な
い
他
の
も
の
だ
と

明
ら
か
に
し
た
」
と
い
う
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
先
制
攻
撃
も
辞

さ
な
い
と
の
姿
勢
を
曖
昧
な
表
現
な
が
ら
再
確
認
し
た
こ
と
に
な

る
。
昨
年
誇
示
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
「
火
星
17
」
へ
の
言
及
は
な
か
っ

た
が
、「
も
う
一
つ
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
課
題
が
提
示
さ
れ
た
」
と
い
う
。
固
体
燃
料
式

の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ

れ
ば
こ
の
表
現
も
従
来
方
針
の
再
確
認
で
あ
る
。

　

目
立
つ
の
は
米
国
で
は
な
く
韓
国
へ
の
牽
制
で
あ
っ
た
。「
南
朝

鮮
の
傀
儡
ど
も
が
疑
う
余
地
な
く
わ
れ
わ
れ
の
明
白
な
敵
と
し
て
詰

め
寄
っ
た
現
在
の
状
況
は
、
戦
術
核
兵
器
多
量
生
産
の
重
要
性
と
必

要
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、
国
の
核
爆
弾
保
有
量
を
幾
何
級
数
的
に
増

や
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
」
と
し
た
の
は
、
先
制
攻
撃
す
ら
否
定

し
な
い
尹
錫
悦
政
権
を
脅
威
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ

う
。
韓
国
の
国
防
費
支
出
は
世
界
一
〇
位
に
達
し
て
お
り
、
北
朝
鮮

と
し
て
は
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

 

「
最
短
期
間
で
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
最
初
の
軍
事
衛
星
を
発

射
す
る
」
と
の
予
告
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
第
八
回
党
大
会
で
採
択

さ
れ
た「
国
防
科
学
発
展
お
よ
び
兵
器
シ
ス
テ
ム
開
発
五
ヵ
年
計
画
」

に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
三
年
目
と
な
る
今
年
も
自
ら
の
開
発
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
則
っ
て
軍
事
力
強
化
を
図
っ
て
い
く
姿
勢
が
示
さ
れ

た
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
強
硬
姿
勢
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
米
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朝
関
係
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
久
し
い
な
か
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
ま
す
ま
す
核
武
装
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
ほ
か
に
、

中
ロ
両
国
と
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
後
押
し
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
核
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
強
調
す
る
真
意
は

　

さ
ら
に
、
昨
年
九
月
八
日
に
法
令
化
さ
れ
た
新
た
な
核
ド
ク
ト
リ

ン
（「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
核
武
力
政
策
に
つ
い
て
」）
に

対
し
て
は
、「
万
年
大
計
の
安
全
の
保
証
を
構
築
し
、
わ
が
国
家
の

戦
略
的
地
位
を
世
界
に
明
白
に
刻
印
さ
せ
る
歴
史
的
課
題
を
解
決
し

た
」「
国
家
発
展
の
軌
道
を
新
た
な
高
さ
に
引
き
上
げ
た
見
地
か
ら

見
て
も
、
い
か
な
る
政
治
的
出
来
事
よ
り
も
大
き
な
威
力
を
持
つ
」

な
ど
と
極
め
て
高
い
自
己
評
価
を
示
し
た
。
実
際
に
は
、
核
ド
ミ
ノ

や
放
射
能
漏
れ
を
恐
れ
る
習
近
平
政
権
の
反
対
を
受
け
て
核
実
験
の

実
施
を
自
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
ゆ
え
、
苦
肉
の

策
と
し
て
言
葉
で
強
硬
姿
勢
を
示
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

金
正
恩
は
、
一
二
月
二
六
日
、
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
少
年

団
第
九
回
大
会
に
書
簡
を
送
り
、「
同
志
た
ち
が
一
時
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
今
日
も
米
国
の
奴
ら
と
そ
の
手
先
ど
も
が
同
志
た

ち
の
家
庭
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
希
望
を
奪
お
う
と
虎
視
眈
々
と
機
会
を

狙
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
だ
と
述
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
米
韓

へ
の
敵
愾
心
を
植
え
付
け
た
。

　

二
〇
一
七
年
以
降
、
元
日
付
の
「
労
働
新
聞
」
は
八
面
構
成
を
恒

例
と
し
て
い
た
が
、
今
回
は
四
ペ
ー
ジ
増
の
全
一
二
面
構
成
と
な
っ

た
。
大
晦
日
に
開
催
さ
れ
た「
六
〇
〇
ミ
リ
超
大
型
放
射
砲
贈
呈
式
」

や
「
新
年
慶
祝
大
公
演
」
に
も
金
正
恩
が
出
席
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

が
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
特
に
「
超
大
型
放
射
砲
贈
呈

式
」
の
開
催
、
さ
ら
に
は
大
晦
日
に
三
発
、
元
日
に
一
発
の
「
超
大

型
放
射
砲
検
収
射
撃
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
軍
事
力
強
化
の
姿

勢
を
内
外
に
誇
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
今
年
も
着
々
と
兵
器
開
発

を
進
め
て
い
く
意
思
は
明
確
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
「
日
本
」
へ
の
言
及

 

「
米
国
」「
南
朝
鮮
」
へ
の
直
接
的
言
及
に
つ
い
て
対
外
的
公
表
が

控
え
ら
れ
た
前
年
と
は
異
な
り
、
今
回
は
米
国
に
五
回
（「
米
国
」

四
回
、「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
一
回
）、「
南
朝
鮮
」
に
四
回
言
及

し
て
対
決
姿
勢
を
露
わ
に
し
た
ほ
か
、
日
本
に
つ
い
て
も
一
回
言
及

が
あ
っ
た
。「
米
国
は
二
〇
二
二
年
に
入
っ
て
、
各
種
の
核
打
撃
手

段
を
南
朝
鮮
に
常
時
的
な
配
置
水
準
で
た
び
た
び
押
し
込
み
、
わ
が

共
和
国
に
対
す
る
軍
事
的
圧
迫
水
位
を
最
大
に
引
き
上
げ
る
一
方
、

日
本
、
南
朝
鮮
と
の
三
角
協
調
実
現
を
本
格
的
に
推
進
し
て
、『
同

盟
強
化
』
の
看
板
の
下
に
『
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
』
の
よ
う
な
新
た
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な
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
の
に
没
頭
し
て
い
る
」
と
の
く
だ
り

で
あ
る
。
金
正
恩
は
二
〇
二
一
年
九
月
に
初
め
て
「
新
冷
戦
」
と
い

う
言
葉
を
公
に
口
に
し
て
い
た
が
、
日
米
韓
が
安
保
協
力
を
深
化
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
持
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
あ

く
ま
で
も
米
国
を
主
語
と
し
て
日
本
に
も
言
及
し
た
に
過
ぎ
な
い
も

の
の
、
平
素
は
「
米
国
と
敵
対
勢
力
ど
も
」「
米
国
と
そ
の
追
従
勢

力
ど
も
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
き
た
た
め
、
わ
ず
か
一
回
と
は
い
え

「
日
本
」
へ
の
名
指
し
言
及
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

今
後
、「
安
保
三
文
書
」
な
ど
に
か
ら
め
て
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

対
日
非
難
談
話
の
ト
ー
ン
と
と
も
に
そ
の
発
信
者
の
レ
ベ
ル
が
、
日

本
に
ど
の
程
度
の
関
心
を
有
し
て
い
る
か
を
推
し
量
る
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
な
る
。
昨
今
の
対
日
談
話
は
、
北
朝
鮮
外
務
省
の
対
日
担
当

者
や
日
本
研
究
所
な
ど
か
ら
の
発
信
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
「
労
働
新

聞
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
極
め
て
少
な
い
。
日
朝
首
脳
会
談
が
開

催
さ
れ
た
二
〇
年
ほ
ど
前
に
比
べ
、
北
朝
鮮
が
日
本
に
対
す
る
関
心

を
失
っ
て
い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

「
け
っ
し
て
無
意
味
で
な
い
時
間
だ
っ
た
」

　

昨
年
九
月
八
日
の
施
政
演
説
で
金
正
恩
は
、
経
済
政
策
よ
り
も
先

に
軍
事
政
策
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
が
、
今
回
の
全
員
会
議
は
従

来
の
言
及
順
の
ま
ま
経
済
政
策
の
ほ
う
が
先
に
報
じ
ら
れ
、「
人
民

生
活
の
向
上
」（
三
回
言
及
）、「
人
民
生
活
の
改
善
」（
一
回
言
及
）

が
求
め
ら
れ
た
。

　

最
も
目
を
引
い
た
の
は
、
金
正
恩
が
「
二
〇
二
二
年
は
け
っ
し

て
無
意
味
で
な
い
時
間
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
点
で
あ
る
。
昨
年
が

経
済
的
に
「
無
意
味
」
だ
っ
た
と
考
え
る
風
潮
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

二
〇
二
一
年
は
「
偉
大
な
勝
利
の
年
」
だ
と
称
え
ら
れ
て
い
た
が
、

昨
年
は
「
価
値
高
い
勝
利
」
と
描
写
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
消
極
的
な

表
現
は
、
北
朝
鮮
が
多
く
の
経
済
的
課
題
を
克
服
で
き
て
い
な
い
現

実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
、
化
学
工
業
相
や
軽
工
業
相
が
交
代

し
た
こ
と
も
同
じ
文
脈
で
読
み
取
れ
よ
う
。

　

朝
鮮
戦
争
休
戦
七
〇
周
年
（
七
月
二
七
日
）、建
国
七
五
周
年
（
九

月
九
日
）
を
迎
え
る
今
年
は
、「
五
ヵ
年
計
画
完
遂
の
決
定
的
保
証

を
構
築
す
る
」
と
の
方
向
性
が
明
示
さ
れ
た
が
、
経
済
制
裁
解
除

の
見
込
み
が
立
た
な
い
現
状
に
お
い
て
北
朝
鮮
が
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
る
。
会
議
で
は
、「
い
ま
だ
に
他
人
の
技
術
に
対
す
る

依
存
を
捨
て
ら
れ
な
い
」
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
金
日
成
主
席
が
提

示
し
た
「
自
立
」
の
思
想
が
持
ち
上
げ
ら
れ
た
。「
一
九
六
〇
年
代
、

一
九
七
〇
年
代
の
闘
争
精
神
と
旗
印
を
高
く
掲
げ
て
革
命
の
難
局
を

わ
れ
わ
れ
の
力
で
打
開
し
て
い
く
こ
と
」が
訴
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
自
力
更
生
」
を
軸
に
据
え
た
精
神
論
で
あ
る
。

 

「
一
二
の
重
要
課
題
を
基
本
目
標
に
定
め
る
」
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
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内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
例
外
的
に
具
体
的
な
数
値
目
標

が
明
示
さ
れ
た
の
は
、「
人
民
が
最
も
喜
ぶ
事
業
」
だ
と
い
う
住
宅

建
設
部
門
で
あ
る
。「
住
宅
建
設
を
第
一
次
的
な
重
要
政
策
課
題
と

し
、
平
壌
市
五
万
世
帯
分
住
宅
建
設
の
三
年
目
の
年
に
首
都
建
設
を

よ
り
ス
ケ
ー
ル
大
き
く
進
め
て
、
和
盛
（
フ
ァ
ソ
ン
）
地
区
第
二
段

階
の
一
万
世
帯
分
の
住
宅
建
設
と
と
も
に
新
た
な
三
七
〇
〇
世
帯
分

の
通
り
を
も
う
一
つ
形
成
す
る
」
と
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
の
人
口
は

二
六
〇
〇
万
、
平
壌
だ
け
で
も
二
〇
〇
万
人
以
上
を
擁
す
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、こ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
て
も
住
宅
供
給
不
足
は
否
め
な
い
。

前
回
重
視
さ
れ
て
い
た
農
業
部
門
に
対
す
る
言
及
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
、
経
済
回
復
へ
の
見
通
し
を
立
て
に
く
い
状
況
に
あ
る
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

相
変
わ
ら
ず
の
軍
幹
部
人
事

　

人
事
面
の
注
目
点
は
、
昨
年
四
月
に
党
中
央
軍
事
委
員
会
副
委
員

長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
朴
正
天
（
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
チ
ョ
ン
）
が
党

中
央
委
員
会
書
記
の
ポ
ス
ト
と
と
と
も
に
突
如
解
任
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
解
任
理
由
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
会
議
の
様
子
を
報
じ

る
朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
は
彼
の
沈
ん
だ
表
情
を
映
し
出
し
て
お
り
、
何

ら
か
の
問
責
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
任
に
は
李
永
吉

（
リ
・
ヨ
ン
ギ
ル
）が
就
き
、朝
鮮
人
民
軍
総
参
謀
長
に
朴
秀
逸（
パ
ク
・

ス
イ
ル
）
が
、
国
防
相
に
強
純
男
（
カ
ン
・
ス
ン
ナ
ム
）
が
、
社
会

安
全
相
に
李
泰
燮
（
リ
・
テ
ソ
プ
）
が
任
命
さ
れ
た
。
軍
・
治
安
部

門
の
幹
部
を
頻
繁
に
入
れ
替
え
る
の
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
軍
事
重
視
、
軍
幹
部
の
人
事
重
視
の
傾
向
は
、「
先
軍

政
治
」
時
代
の
再
現
と
言
え
る
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
。
金
正
恩
は

毎
年
元
日
に
、先
代
指
導
者
の
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
錦
繍
山（
ク

ム
ス
サ
ン
）
太
陽
宮
殿
に
主
要
幹
部
を
引
き
連
れ
て
参
拝
に
赴
く
こ

と
を
恒
例
と
し
て
い
る
が
、
今
年
は
常
務
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
先

頭
に
立
た
せ
、
軍
服
姿
の
幹
部
は
少
数
で
目
立
た
ぬ
位
置
に
並
ん
で

い
た
。
慣
例
行
事
の
随
行
メ
ン
バ
ー
は
、
経
年
変
化
を
見
る
の
に
適

し
て
い
る
。

　

な
お
、
国
防
相
や
社
会
安
全
相
な
ど
閣
僚
ポ
ス
ト
は
、
も
と
も
と

最
高
人
民
会
議
の
場
で
任
命
さ
れ
て
き
た
（
北
朝
鮮
憲
法
第
三
七
条

で
「
内
閣
の
組
織
」
の
権
限
は
「
最
高
人
民
会
議
に
だ
け
属
す
る
」

と
規
定
）
が
、
今
回
も
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
「
任
命
」
さ
れ

た
こ
と
は
、
党
の
国
家
に
対
す
る
優
位
性
、
党
と
国
家
の
一
体
化
が

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
象
徴
的
な
動
き
だ
と
言
え
る
。

次
世
代
育
成
を
意
識
か
「
革
命
学
院
」
へ
の
関
心

　

第
四
議
題
に
挙
げ
ら
れ
た
「
革
命
学
院
（
複
数
）
に
対
す
る
党
的

指
導
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
は
、「
討
議
し
て
該
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当
決
定
書
を
一
致
可
決
し
た
」
と
わ
ず
か
一
文
で
触
れ
る
に
と
ど
ま

り
、
具
体
的
な
内
容
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
は
今
後
検
証
の
余
地
が
あ
る
。
革
命
学
院
と
は
、
軍

が
運
営
す
る
少
年
少
女
向
け
エ
リ
ー
ト
養
成
校
で
あ
り
、
昨
年
一
〇

月
に
は
金
正
恩
が
万
景
台
革
命
学
院
に
二
回
、
康
盤
石
革
命
学
院
に

一
回
、
直
接
足
を
運
ん
で
い
る
。

　

金
正
恩
が
次
世
代
教
育
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
き
た
こ
と
は
、
政

権
発
足
直
後
の
二
〇
一
二
年
六
月
に
朝
鮮
少
年
団
創
立
六
六
周
年
慶

祝
朝
鮮
少
年
団
全
国
連
合
団
体
大
会
で
演
説
を
行
い
、
同
年
九
月
に

は
義
務
教
育
制
度
を
改
変
（
従
来
の
一
一
年
制
か
ら
一
二
年
制
に
変

更
）
す
る
な
ど
し
た
こ
と
か
ら
明
確
で
あ
る
が
、
短
期
間
に
同
じ
教

育
施
設
を
繰
り
返
し
視
察
す
る
の
は
異
例
中
の
異
例
で
あ
っ
た
。
直

後
の
一
一
月
に
実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発
射
実
験
に
娘
を
同
行
さ
せ
、

北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア
が
「
愛
す
る
お
子
さ
ま
」「
尊
貴
で
あ
ら
れ
る
お

子
さ
ま
」
と
持
ち
上
げ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
こ
と
も
否

定
で
き
ず
、
革
命
学
院
に
関
す
る
今
後
の
報
道
に
は
注
目
し
た
い
。

　

金
正
恩
の
娘
は
新
年
早
々
に
朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ
れ
た

が
、
彼
女
が
後
継
者
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
強
大
な
抑
止
力
を
も
っ
て
体
制
永
続
化
を
図
っ
て
い

く
意
思
が
示
さ
れ
た
と
言
え
る
程
度
で
あ
る
。
初
登
場
の
際
、「
労

働
新
聞
」
は
、「
今
後
も
強
く
威
力
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
戦
略
武
器
を

加
速
的
に
建
設
し
て
核
兵
器
を
よ
り
鉄
壁
の
よ
う
に
掌
握
す
る
こ
と

で
、
党
と
革
命
、
祖
国
と
人
民
を
末
永
く
保
衛
し
て
い
く
燃
え
る
決

意
を
確
認
し
た
」
と
主
張
し
て
い
た
。

　

全
員
会
議
の
第
五
議
題
「
党
建
設
の
五
大
路
線
」
は
、
昨
年
一
〇

月
に
党
中
央
幹
部
学
校
で
金
正
恩
が
提
示
し
た
「
政
治
建
設
、
組
織

建
設
、
思
想
建
設
、
規
律
建
設
、
作
風
建
設
」
の
「
五
大
建
設
方
向
」

を
「
五
大
路
線
」
に
格
上
げ
し
て
採
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
党
の

指
導
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
う
え
で
、「
反
社
会
主
義
・
非
社
会

主
義
的
現
象
と
の
闘
争
」
や
「
官
僚
主
義
、
不
正
腐
敗
行
為
」
を
戒

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

金
正
恩
は
、
現
体
制
を
永
続
化
さ
せ
る
た
め
、
全
員
会
議
の
年
二

回
開
催
を
定
着
さ
せ
る
な
ど
党
組
織
の
再
建
に
注
力
し
、
新
た
な

ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
き
た
。
外
交
的
に
は
米
国
大
統
領
と
の
直
談

判
に
出
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
交
渉
決
裂
を
経
て
再
び
内
向
き
の
姿

勢
に
転
じ
て
い
る
。
経
済
が
長
年
に
わ
た
っ
て
疲
弊
す
る
な
か
、
昨

年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
も
公
に
認
め
た
。「
難
局
」（
四
回
言
及
）
の
中
で
開
催
さ
れ
た
今

回
の
全
員
会
議
で
は
、
第
八
回
党
大
会
で
示
さ
れ
た
計
画
の
貫
徹
が

再
確
認
さ
れ
た
。
今
年
は
引
き
続
き
兵
器
開
発
に
邁
進
し
、
従
来
型

の
経
済
政
策
と
体
制
引
き
締
め
で
や
り
過
ご
す
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
●




